
嚢

玄
論
に
つ
い
て
(村

中
)
 

二
四
〇

大

乗

玄

論

に

つ

い

て

村

中

祐

生

大
乗
玄
論
は
、
古
來
、
三
論
敏
學

の
最
も
勝
れ
た
綱
要
書
の

一
つ
と

し
て
講
論
が
な
さ
れ
、
依
用
尊
重
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
五
巻
は
、
二
諦
義

・
八
不
義

・
佛
性
義

・
一
乗
義

・
浬
契
義
。

二
智
義

・
敢

義

・
論

(
義
)
よ
り
成
る
。
そ
の
う
ち
す
で
に
二
智

義
に
つ
い
て
は

「
今

一
巻
與
漂
名
玄
宗
旨
巻
文
言
多
同
。
」
と
、
ま
た

「
一
乗
義
與
法
華
玄
同
。
故
知
取
其
要
用
編
此
玄
章

欺
。
習
之
。
」
(
大

(

1
)

乗
玄
問
雀
第
八
、
大
正
七
〇
・
6
0
9
。
)
と
指
摘
さ
れ
て
お
る
。

こ
れ
を
含

め
、
本
書

に
は
他
の
論
疏
の
文
と
重
複
す
る
個
所
を
全
髄
で
は
四
九
例

を
槍
出
で
き
、

こ
れ
ら
の
重
複
例
を
槍
討
す
る
だ
け
で
も
、
よ
り
多
く

の
新
た
な
問
題
を
提
供
し
う
る
や
に
考
え
ら
れ
る
。
大
凡
こ
れ
を
整
理

す
れ
ば
、

二
諦
義

(三
巻
章
)
と
重
複
す
る
個
所
は
五
例
、
中
論
疏
と

七
、
浄
名
玄
論
と
六
、
維
摩
疏
と
二
、
法
華
玄
論
と
十
九
、
法
華
遊
意

と
二
、
本
書
相
互
の
重
複
二
例
で
、
う
ち
封
鷹
の
著
し
い
も
の
は
、
二

諦
義
に
お

い
て
二
諦
義

(三
巻
章
)
・
中
論
疏

・
浮
名
玄
論
、

一
乗
義
と

法
華
玄
論
、
浬
繋
義
と
中
論
疏
、

二
智
義
と
浮
名
玄
論
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
に
重
複
封
慮
は
極
め
て
著
し
く
、
義
科
を
以
て
各
疏
の
要
義
要
文

を
録
し
て

n
書
を
編
ん
だ
こ
と
は
疑

い
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
後

人
の
編
と
す
る
か
の
説
を

一
概
に
立
て
た
人
は
な
く
、
さ
り
と
て
嘉
群

大
師
の
眞
撰
と
直
ち
に
認
定
す
る
こ
と
は
に
わ
か
に
は
決
し
か
ね
る
態

の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
嘉
鮮
大
師
自
身
に

一
書
の
編
著
の

意
圖
は
な
か
つ
た
と
も
噺
じ
え
な
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

例
え
ば
、
義
科
を
立
て
る
に
つ
い
て
は
、
嘉
祥
大
師
の
選
述
書
中
に

少
敷
な
が
ら
義
科

の
小
編
の
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
豫
測
さ
れ
う

(

3
)

る
。
文
章
の
構
成
の
上
で
、
自
著
の

一
部

の
文
章
を
と
り
來
つ
て
義
目

の
綱
要
に
加
え
補
綴
す
る
と
い
う
述
作
態
度

は
浮
名
玄
論
と
維
摩

疏

「
玄
義
段
」
と
の
封
慮
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
當
時
、
義
科
に

よ
つ
て
網
羅
的
に
佛
敏
の
大
系
化
を
試
み
た
浮
影
慧
遠
の
大
乗
義
章
が

あ
り
、
ま
た
慧
遠
の
論
著
か
ら
そ
の
ま
ま

一
部

の
文
を
依
用
す
る
所
の

(

5
)

あ
る
こ
と
も
考
慮
し
た
い
。
こ
れ
は
浮
影
慧
遠

へ
の
張
い
關
心
の
あ
つ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
三
論
學
者
が
嘉
鮮
大
師

の
述
作
に
註
繹
を
附
す
る
際
、
多
く
慧
遠
の
著
を
傍
謹
封
論
し
て
い
る

こ
と
は
、
二
者
の
間
を
充
分
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
慧
遠
に
お
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け
る
浬
契
経

へ
の
大
い
な
る
傾
倒
の
姿
勢
は
、
同
時
に
嘉
鮮
大
師
の
側

に
も
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
浬
葉
疏

(敏
)
・
浬
繋
遊
意
に
お
い
て
自
明

で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
に
お
い
て
も
佛
性
義
が
最
も
明
確
に
浬
葉
経
に

つ
い
て
鰯
れ
、
そ
の
關
心
の
那
邊
に
あ

つ
た
か
が
知
れ
る
。
と
も
あ
れ

こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
浮
影
慧
遠

へ
の
近
接
は
、
嘉
鮮
大
師
に
お
い
て
必

ず
や
大
乗
義
章
の
よ
う
な
膿
裁
を
も

つ
三
論
敏
學
の
概
読
書
を
編
述
す

る
意
圖
を
持
た
し
め
た
に
違
い
な
い
と
の
推
論
に
役
立

つ
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
本
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
義
科
の
中
心
的
課
題
は
何
で
あ
る

か
。
い
い
か
え
れ
ば
い
か
な
る
経
論
を
そ
の
本
旨
と
し
て
解
読
し
て
い

る
か
。

こ
れ
の
解
明
に
よ
つ
て
A
本
書
の
組
成
が
知
れ
、
三
論
敢
學
の

研
究
に
お
い
て
古
來
よ
り
三
論
玄
義
と
並
ん
で
多
く
講
述
さ
れ
來
つ
た

意
味
も

到
然
と
さ
れ
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
諦
義

・
八
不
義
は
三
論
敢
學
の
綱
核
と
し
て
多
言
を
要
す
ま
で
も

な
く
、

佛
性
義

・
一
乗
義

・
浬
葉
義
は
法
華
お
よ
び
浬
榮
経
観
の
一
面

を
要
約
し
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
義
目
か
ら
も
知
れ
よ
う
。

二
智
義
は
、浄
名
玄
論
の

一
部
と
同
文
で
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
「
此
経
」
の
指
示
し
て
い
る
も
の
を
浄
名
玄
論

に
順

つ
て

維
摩
経
を
指
す
と
速
断
す
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
論
檬
を
見
誤
ら

せ
る
基

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
管
見
に
よ
れ
ば

「
此
経
」
は

大
品
般
若
経
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て

「
論
云
」
は
明
ら
か
に
繹

論
を
指
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば

同
異
門
第
五
に
五
時
四
宗
を
略
説
す
る
際

に

「尋

一
経
之
内
具
有
五

文
。
」
と
あ
り
、

こ
の

「
一
経
」
は
引
例
か
ら
大
品
経
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。
と
り
わ
け
て

「
法
尚
品
云
」
と
し

て

一
句
を
引
く
こ
と
に
よ

つ
て
確
定
的
で
あ
ろ
う
。
績
い
て
浮
名
経
、
法

花
経
、
衆
経
に
分
け
て

そ
れ
ぞ
れ
の
二
智
を
明
し
な
が
ら

「
一
経
」

の
具
名
を
訣
く
の
は
、
こ

の
二
智
義
の

一
科
が
す
で
に
特
定
の
経
典
に
依
縁
し
て
論
を
立
て
て
い

る
こ
と
を
唆
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な

お
し
き
り
に
「波
若
」を

明
し
、
例
え
ば
繹
名
第
二
に
は
樺
實
に
十
封
、
波
若
に
十
義
を
論
じ
て
、

極
め
て
組
織
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
二
智
義

を
論
ず
る
場
合
に
依
嫁

す
る
経
典
が
す
で
に
自
明
で
あ
る
こ
と
の
謹
左

で
あ
ろ
う
。

こ
の

一
科

を
浄
名
玄
論
の
中
に
編
入
し
た
の
は

「
山豆
得
彼
波
若
二
智
不
撮
浄
名
灌

實
。
」
(大
正
四
五
・
5
8
 
a
)
に
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
論
櫨
に
立
つ
か

ら
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
た
い
。
た
だ

「
得
失
門
」
に
お
い
て
本
書
に

は
明
さ
ず
浮
名
玄
論
に
明
す
鮎
か
ら
、
こ
の

一
科
は
浮
名
玄
論
を
先
述

と
す
べ
き
や
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
浮
名
玄
論
の
中
で
敢

て
、
右
の
推
論
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
な
、

大
品
経
を
所
依
と
す
る

異
質
の
科
を
な
ぜ
編
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
残
る
。
因
み
に
三
論
玄
義
に

「
問
奮
亦
明
大
品
二
慧
爲
宗
。
與
今

何
異
。
」
と
、
こ
れ
に

「
具
如
二
智
説
。
」
(同
。
1
1
a
)
と譲
つ

て
い
る
。

蓋
し
、

こ
の
指
示
す
る
も
の
こ
そ
こ
の
二
智
義

に
相
當
す
る
や
に
考
え

ら
れ
、
漂
名
玄
論

・
大
乗
玄
論
の
二
書
に
探
録
す
る
以
前
に
す
で
に
別

科
の
大
章
と
し
て
存
在
し
た
か
に
疑
わ
し
め

る
。
こ
の
論
断
は
ひ
か
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

そ
れ
の
重
用
と
し
て
二
書

大
乗
玄
論
に

つ
い
て

(
村

中
)
 

二
四

一
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大
乗

玄
論

に
つ
い
て

(
村

中
)
 

二
四
二

に
お
い
て
操
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
は
つ
で
あ
ろ
う
。

績
く
教
、
義
に
つ
い
て
も

「
此
経
」
は
大
品
般
若
経
を
指
示
す
る
と

み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら

「
問

日
。
或
謂
。
此
経
未
是
會

三
。
感
諦
法
華
以
爲
盛
難
。
此
義
云
何
。
答
日

(略
)
。」
、
(
同
6
4
a
-
d
)

の
問
答

の
文
は
、
そ
れ
と
指
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
全
く
注
解
大
品
序

(出
三
藏
記
集
所
載
、
大
正
五
五
・
5
3
c
-
5
4
c
)

か
ら

の
引
用

で
あ
り
、

そ
の
所
依
は
疑
う
飴
地
が
な
い
も
の
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

こ
に
要
約
し
て
説
か
れ
る

「
般
若
是
三
乗
通
敏
」

へ
の
反
論
の
文
は
法

華
玄
論
と
殆
ど
同
文
で

(
大
正
三
四
・
3
8
2
c
-
3
8
3
a
)
、

そ
れ
に
よ
れ
ば

「
奮
云
波
若
是
三
乗
通
教
凡
引
四
文
。
」
と
か
な
り
に
具
髄
的
で
あ
る
。

そ
し
て

こ
め

「薔
云
」
と
す
る
四
の
引
文
は
、
や
は
り
注
解
大
品
序
の

文

(
大
正
五
五
・
5
4
a
)と相
封
し
う
る
内
容
を
も
ち
、
そ
れ
に
封
す

る

「
評
日
。
論
序
説
波
若
因
縁
意
云
。
」
(大
正
三
四
・
3
8
2
c
-
3
8
3
a
)

以
下

の
引
文

は
正
し
く
大
智
度
論
巻
第

一
(大
正
二
五
・
5
7
c
-
5
8
a
)

の
取
意

抄
略
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
智
義

・
教
 
義
は
明
ら
か
に
大
品
般
若
経
に
依
檬

し
そ
れ

の
解
説
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
、
嘉
祥
大
師
に
お
け
る
そ
れ

へ
の
關

心
が
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
顯
著

で
あ

つ
た
か
が
知

れ
よ

う
。
因

み
に
、
大
品
経
玄
意
に
は
こ
の
鮎
に
つ
い
て

「
三
論
通
論
此
経

之
心
髄

L
(績
藏
・
一

三
八
ー

一
、
九
左
)
と
の
説
を
容
認
し
て
お
り
、

そ
の
重
用

の
程
度
が
知
ら
れ
る
。

最
後

の
論
 

(義
)

は
、
中
観
論
の
三
名
に
つ
い
て
、
合
繹

・
離
解

を
以
て
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
圭
題
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ

れ
を
よ
り
明
確
に
す
る
に
は
、
例
え
ば
諦
智
傍

正
を
明
す
所
に
お
い
て
、

中
論
疏
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
所
論
が
中
論

で
あ
る
こ
と
が
到
明
し

ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
二
諦
を
正
、
二
智
を
傍

と
す
る
説

(大
正
四
五
・

蕊
鋤)
は
、
正
し
く
中
論
に
當
て
は
ま
り
そ
の
逆
は
百
論
で
あ
る

(大
正

四
二
.
鳶
。
)
。
ま
た

「
而
今
何
故
在
此
論
初
頭

辮
諦
智
能
所
。
」
の
自

問
に
封
し

「論
圭
稟
二
諦
敏
獲
生
二
智
。
用
此

二
智
故
能
造
論
破
邪

箇
既
是
造
論
所
由
也
。
」
(大
正
四
五

お

)
と
答
え
る
が
、
中
論
疏
に

「
論
圭
稟
敢
獲
生
二
智
然
後
爲
物
造
論

」
(
大
正
四
二
・
9
。)
と
端
的

に
こ
れ
を
示
す
。
結
論
的
に
は

「
非
能
非
所
而
能
所

非
傍
正
而
傍
正

(略
)
並
得
名
中
也
。
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
か
く
こ
れ
の
所
論
を
中
論

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
論
中
に
お
け
る
中
論
の
位
置
を
よ
り
明
確
に
推

定
し
う
る
わ
け
で
、
そ
れ
故
に
論
 
義
と
い
う
義
目
が
設
定
さ
れ
た
意

味
を
諒
解
せ
し
め
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
因
み
に
嘉
群
大
師
の
著
作

に
、
中
論
玄

一
巻

(
三
論
宗
章
疏
、
大
正
五
五

・
1
1
3
7
c東
域
傳
灯
目
録
、

同
1
1
5
9
a
)が
あ
る
が
、
こ
の
論
 
義
を
そ
れ
に
直
ち
に
擬
す
る
こ
と

(
11
)

は
さ
し
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
大
略
の
考
察
に
よ
つ
て
、
本
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
義
科
の
課
題

を
所
依
と
す
る
経
論
の
上
か
ら
推
定
し
え
た
と
考
え
る
が
、
要
約
す
れ

ぱ
、
法
華

・
浬
繋

・
大
品
の
経
と
中
論
と
を
そ

の
綱
核
と
し
、
殆
ど
自

己
の
著
作
の
封
象
と
さ
れ
た
経
論
の
要
義
を
包

含
し

て
い
る

の
で
あ

る
。
古
來
、
三
論
敏
學

の
研
究
に
お
い
て
常
に
基
本
的
な
課
題
を
提
起
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し
、
討
究
や
講
述
の
要
論
と
な

つ
た
こ
と
も
故
な
し
と
し
な
い
。

(
12
)

編
纂

成

立

の
時

期

に

つ

い
て

は
な

お

一
考
を

要

し

ょ
う
。

1
 
な
お
八
不
義
を
慧
均

の
作

と
す
る
説
の
あ

る
こ
と
を
椎
尾
辮
匡
博
士
が

紹
皿介
さ
れ
て
い
る

(
國
謁
二

切
経
、
大
乗
玄
論
解
題
)
。

2
 

重
複
個
所

の
指
摘

は
、
大
乗
玄
問
答

・
三
論
玄
疏
文
義
要

・

一
乗
義
私

記

・
三
論
名
敢
抄
お
よ
び
國
課

大
乗

玄
論

が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
指
摘
を
除

い
て
、
新

た
に
槍
出

で
き
た
も
の
は
四
九
例
中

の
三
〇

例
で
あ
る
。

そ

の

個
所

の
指
示
は
略

す
。

3
 
本
書
佛
性
義

に

「
如
來
藏
義
」
、
大
品
遊
意
に

「
断
伏
義
」
、
百
論
疏

に

コ
ニ
寳
義
」
・
「
中
假
義
」
・
「
假
無
体
義
」
、
勝
曼
寳
屈

に

「
断

惑
義
」
。
三

論
玄
義
に

「
具
如
中
椴
義
読

(
大
正
四
五

・
1
4
。」

と
、
こ
れ
に

つ
い
て

誘
蒙

下
に
は

「
有

云
。
大
乗
玄
論
全
部
二
十
巻
。

唯
有

五
巻
來

至
本
朝
。

中
假
義
蓋
在
未
度
申
也

(
大
正
七
〇

・
5
6
6
a
)
。

」

と
。
ま

た

日

本

に

お

い
て
は
、
三
論
文
義
要

に

「
理
内
外
義
」

「略

章

二
諦

義
」

を
、

三
論

名

教
抄

に
は
さ
ら
に

「
略
章
金
剛
三
昧
義
」
「
略
章

正

像

義
」

を

「
略
章

本

八
科
」

の
他

に
指
摘

す
る
。
但

し
何

れ
も
嘉
群
大
師

の
作

を
疑

つ
て
お
り

東
域
傳
灯
目
録

だ
け
が

「
八
科
章

一
雀

(
大
正
五
五

・
1
1
6
1
)
」
を
疑

つ

て

い
な
い
。

4
 

「
浄
名
玄
論

に

つ
い
て
」
(
印
佛
研
十

三
の
二
)
拙
稿

を
参

照

さ

れ

た

い
。

5
 

浄
影
慧
遠

の
無
量
壽

経
義
疏

上
巻

(
大

正
三
七

・
9
1
c
)・
大
般
浬
葉
経

義

記
巻
二

(
同

・
6
1
7
a
-
c
)
の

「
佛
」

の
解
説
が
勝
曼

寳
屈

上
本

(
同

・

8
a
)
に
同
文
、

維
摩
経
義
記

一
本

(
大
正
三
八

・
4
2
1
a
-
b
)
・
大

般

浬

葉
経
義
記

一

(
大
正
三
七

・
6
1
3
a
-
b
)と
浄
名

玄
論
七

(
大
正
三
八

・

9
0
0
c
)
と

の
二
藏
義

に

つ
い
て

の
同
文

が
認
め
ら
れ
る
。

6
 

慧
遠

と
の
關
係

に

つ
い
て
は
横

超
慧
日
博

士

(
結
城
教
授
記
念

「
佛
教

思
想
史
論
集
」
)

が
詳

細
に
論

究
さ
れ
、
著

述
の
封
構

に
お
い

て
初

頭

に

大
乗
義
章
に
大
乗
玄
論
を
比

せ
し
め

て
お
ら
れ
る
。

7
 

但
し

つ
と
に
早
島
鏡

正
博

士

(
宮
本
博

士
還
暦

記
念
論
文
集
)

が
二
諦

義
巻
中

(
大
正
四
五

・
1
0
2
c
)
に
凡
そ

一
六
〇
行

に
わ
た
つ
て
渥
繋
聖
行

品

の
註

の
断
簡

を
指

示
さ
れ
た
。

8
 

推
尾
辮
匡
博

士

(
前
掲
書
)

の
、
佛
性

義

・
一
乗
義

・
浬
繋
義

は

「
三

名
同
義
語
と

い
う
も
可
」

で
あ
り
、

か

つ

「
浬
繋
経

の
影
響
」
が
あ

る
こ

と
を
考
慮

し
て
よ
い
。
横

超
博

士

(
前
掲
書
)

も
こ
の
鮎

は
同
じ
。

9

な
お
、
拙
稿

(
前
掲
書
)

の
注

を
参
照

さ
れ
た
い
。

10
 

三
論
玄
義
紗
巻
下

(
大

正
七
〇

・
5
2
6
c
)
は

「
大
乗
玄
第
四
二
智
義
見

如
彼
。
」

と
指

示
。

11
 

中
論
疏
に

「
玄
義
」

に
具
繹

を
譲
る
個

所

が

あ

る

(
1
8
b・
1
9
a・
2
2

b
・
1
0
0b
)
が
、

果

し
て
中
論
玄

一
巻

か
不
明

で
あ
る
。

同
疏

に

は
法
華

玄
義
(
1
2
8
b
)・
浄
名
玄

義
(
1
6
0
a
)の
名

も
あ

る
。

な

お

「
玄

章
」

「
玄
意
」
(
2
a
)の
指
示
は

三
論
玄
義

に
相
當
す
る
。

12
 

本
書

の
成
立

に
つ
い
て
の
重
要

な
示
唆

は
、
浄
名
玄
論

の

一
段

と
殆
ど

同
文

で
あ

る
二
智
義

に
あ

る
と
考

え
る
。
蓋

し
そ

の
文
中
に
中
論

疏

の
依

用
を
明
示
(
5
9
c
)す

る
が
浄
名
玄
論

に
は
な
く
、

か

つ
本
書

に
中
論

疏

と
の
重
複

が
顯
著

で
あ
る
。

ま
た
法
華
玄
論
と
も
し
か
り
。

法
華

玄
論
が

法
華
的
教
學

の
集
大
成

と
す
れ
ば
、

本
書
は
典
型
的
に
三
論
的
教

學

の
頂

貼

に
あ

る
も

の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

三
論
各
疏

の
選
述
年
吹

に

つ
い

て
思
想

的

な
面
か
ら
充
分

の
吟

味
を
要
す

る
。

い
う
ま
で
も
な
く
本
書

は
そ
れ
ら

の
後

に
位
・次
す
る

の
が
當
然

で
あ
ろ
う
か
ら

で
あ
る
。

大
乗
玄
論
に

つ
い
て

(
村

中
)
 

二
四
三
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